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11 北条義時の後を継いだ子の ★ a は，叔父の北条時
とき

房
ふさ

を連
れん

署
しょ

とし，また b を置いて合議体制を確立した。
a のもとで 1232 年に制定された c 51 カ条は，

道理や頼朝以来の先例を根拠に，武家のための裁判基準な
どを示すものであった。

12 （文治政治）放漫財政で悪化した財政を克服するために，勘
かん

定
じょう

吟
ぎん

味
み

役
やく

★ a は金銀貨幣の改
かい

鋳
ちゅう

を建言し， b の鋳
造が実施された。

13 1886 年，初代文部大臣 ★ のもとで学校令が制定され
た。

14 孝
こう

謙
けん

太
だい

上
じょう

天皇と結んだ ★ a が台頭すると， b が起
こった。この乱の結果，淳

じゅん

仁
にん

天皇は廃され孝謙太上天皇が
重
ちょう

祚
そ

し， c 天皇となった。
　

15 ★ a 内閣は 1965 年，戦後，国交を樹立できなかった大
韓民国との間で b を結び，大韓民国を朝鮮にある唯
一の合法政府として認め，付属協定で経済援助などを約束
した。

16 寛政の改革は 11 代将軍 ★ a の就任とともに始まり，天
明の飢饉からの社会の復興などを目指した。改革を実行し
た老中 b は御

ご

三
さん

卿
きょう

の田
た

安
やす

宗
むね

武
たけ

の子で，奥州白河藩主
を継いでいた。

17 足
あし

利
かが

義
よし

持
もち

の没後，次の将軍はくじ引きで ★ となった
が，この機をとらえて正長の徳政一揆が起こった。

18 藩
はん

閥
ばつ

政府を代表する政治家には，公家の a ・ b ，
薩摩の西郷隆盛・ ★ c ，長州の d ・伊

い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

・山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

，土佐の板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

・後
ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

，肥前の大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

・
江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

らがいる。

19 藤原不比等の没後，朝廷のトップには ★ a が立ったが，
不比等の子の武

む

智
ち

麻
ま

呂
ろ

・房
ふさ

前
さき

・宇
うまかい

合・麻
ま

呂
ろ

の藤原四
し

子
し

によ
り 729年の b で排斥された。

20 802 年には北
きた

上
かみ

川
がわ

中流域に ★ a が築かれ，ここに鎮
ちん

守
じゅ

府
ふ

が移された。翌年には，北上川上流域に b が築かれ
たが，812年ごろに徳

とく

丹
たん

城が完成すると b は廃絶した。

a 北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

b 評
ひょう

定
じょう

衆
しゅう

c 御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

〔貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

〕
　　

a 荻
おぎ

原
わら

重
しげ

秀
ひで

 ×萩

b 元
げん

禄
ろく

金
きん

銀
ぎん

森
もり

有
あり

礼
のり

　　

a 道
どう

鏡
きょう

b 恵
え

美
みの

押
おし

勝
かつ

の乱
〔藤

ふじ

原
わらの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

の乱〕
c 称

しょう

徳
とく

天皇

a 佐
さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

内閣
b 日

にっ

韓
かん

基
き

本
ほん

条約
　　
　　

a 徳
とく

川
がわ

家
いえ

斉
なり

b 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

　　
　　

足
あし

利
かが

義
よし

教
のり

　　

a・b  三
さん

条
じょう

実
さね

美
とみ

・岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

（順不同）
c 大

おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

d 木
き

戸
ど

孝
たか

允
よし

a 長
なが

屋
や

王
おう

b 長
なが

屋
や

王
おう

の変
　

a 胆
い

沢
さわ

城
じょう

b 志
し

波
わ

城
じょう

　

1

01 6 代将軍徳川家
いえ

宣
のぶ

，7 代将軍徳川家
いえ

継
つぐ

の治世は正
しょう

徳
とく

の治
ち

と
呼ばれ，学者の ★ と側

そば

用
よう

人
にん

間
まな

部
べ

詮
あき

房
ふさ

が幕政を主導した。

02 黒田内閣の外相 ★ による条約改正交渉は，領事裁判
権撤廃と関税自主権の一部回復を目指し，秘密裏に進めら
れたが『ロンドン・タイムズ』紙に内容が漏れ，外相は玄

げん

洋
よう

社
しゃ

の社員に襲撃されて辞任した。

03 罷免された大隈に代わり，薩摩出身の ★ a が大
おお

蔵
くら

卿
きょう

と
なり，緊縮財政を徹底し，紙幣整理や官営事業払下げによ
るいわゆる b が展開された。

04 1888年， ★ が設置された。天皇自らも出席することも
あり，大日本帝国憲法などが策定された。

05 伊藤博文は 1900 年に ★ を結成し，第 4次伊藤内閣
が発足したが，貴族院の抵抗で短命に終わった。

06 超然内閣の成立に対し，立憲政友会の a は従来の普
選反対の態度を一転し普選賛成に回った。こうして憲政会
の ★ b ・革

かく

新
しん

俱
く

楽
ら

部
ぶ

の c と共に，護
ご

憲
けん

三
さん

派
ぱ

が形成
され，選挙で圧勝した。

07 護憲三派内閣の外相 ★ a は，協調外交を推進し，1925
年 1月には b を結び，ソ連との国交を実現した。

　

08 1882年， ★ は憲法調査のため渡欧し，シュタインやグ
ナイストからドイツ流の憲法理論を学んだ。

09 1881 年に結成された自由党の総理は ★ a ，副総理は
b である。

10 1931 年 12月に犬
いぬ

養
かい

内閣が成立すると，蔵相 ★ は即
座に金輸出再禁止に踏み切った。この背景には満州事変の
勃
ぼっ

発
ぱつ

，さらにはイギリスの金本位制離脱があった。

新
あら

井
い

白
はく

石
せき

　　

大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

　×隅

　　
　　

a 松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

b 松
まつ

方
かた

財
ざい

政
せい

　　

枢
すう

密
みつ

院
いん

　　

立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

　　

a 高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

b 加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

c 犬
いぬ

養
かい

毅
つよし

　　

a 幣
しで

原
はら

喜
き

重
じゅう

郎
ろう

 ×弊

b 日
にっ

ソ基
き

本
ほん

条約

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

　　

a 板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

b 中
なか

島
じま

信
のぶ

行
ゆき

高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

　　
　　

私大上位レベル頻出重要用語　日本史
※ 『一問一答　日本史ターゲット 4000 三訂版』掲載の問題を，時代問わず，特定の大学の出題
回数データに並び替えたものです。空欄に★印の入っている用語が，出題回数の多いものにな
ります。出題回数データは，本書掲載問題以外の設問の場合を含みます。ここに掲載した問題
以外で関係する内容も，押さえておきましょう。
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32 民法はフランス人法学者 ★ a によって固められたが，
★ b の「民法出

い

デゝ忠
ちゅう

孝
こう

亡
ほろ

ブ」という論説から論争を巻
き起こし，施行は延期された。

33 ★ a 天皇は 784 年 ★ b に遷都したが，翌年に藤
ふじ

原
わらの

種
たね

継
つぐ

暗殺事件が起こったこともあり，794 年には平安京に遷
都した。

34 西洋の学問は当初，蛮学（南蛮学）と呼ばれ，やがて蘭
らん

学
がく

と
して確立し，さらに洋学に発展した。その契機は，徳川吉
宗が ★ a や b にオランダ語の習得を命じたことや，
漢訳洋書の輸入の禁止を緩和したことにある。

35 1872年，大蔵省の ★ a を中心にアメリカのナショナル・
バンクを模範とする b が制定された。しかし，結局，
兌換制度は成立せず，1876年に改正された。

36 内村鑑三・幸徳秋水・堺利彦らは，黒
くろ

岩
いわ

涙
るい

香
こう

主催の
『 ★ a 』紙上で日露非戦論・反戦論を唱えたが，同紙が
主戦論に転換したため退社した。幸徳・堺は b を設
立し『 c 』を発行して非戦論を唱え続けた。

37 北条時政は 1205 年に引退に追い込まれ，子の ★ a が
後を継いだ。 a は 1213 年の b の後には，侍所
別当を兼ねることとなった。

38 1890年 10月， ★ が発布され，大日本帝国憲法に沿っ
た教育の主旨が徹底されることになった。

39 　　 「此の世をば　我が世とぞ思ふ　望月の　かけたるこ
とも　無しと思へば」という歌は， a の日記『 ★ b 』
に記されている。

40 1086 年， ★ a 天皇は堀
ほり

河
かわ

天皇に譲位し，以後，鳥
と

羽
ば

・
崇
す

徳
とく

の 3代にわたり太
だい

上
じょう

天皇として権力を握った。この政
治形態を院政と呼ぶ。太上天皇は上皇・院，出家した場合
は b と呼ばれた。

41 足利義教は 1441 年，播磨の守護 ★ a に京の自邸に招
かれ謀殺された。これを b と呼ぶ。

　

42 1633年以降は朱印状に加え，老中が発行する ★ を与え
られた船のみが海外渡航を許された。

a ボアソナード
b 穂

ほ

積
づみ

八
や

束
つか

　　

a 桓
かん

武
む

天皇
 ×恒

b 長
なが

岡
おか

京
きょう

a・b  青
あお

木
き

昆
こん

陽
よう

・
野
の

呂
ろ

元
げん

丈
じょう

（順不同）
　　

a 渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

b 国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

条
じょう

例
れい

　　

a 万
よろず

朝
ちょう

報
ほう

b 平
へい

民
みん

社
しゃ

c 平
へい

民
みん

新
しん

聞
ぶん

　　

a 北
ほう

条
じょう

義
よし

時
とき

b 和
わ

田
だ

合
がっ

戦
せん

〔和
わ

田
だ

義
よし

盛
もり

の乱
らん

〕

教
きょう

育
いく

勅
ちょく

語
ご

　　

a 藤原実
さね

資
すけ

b 小
しょう

右
ゆう

記
き

　

a 白
しら

河
かわ

天皇
b 法

ほう

皇
おう

 　×王

　　

a 赤
あか

松
まつ

満
みつ

祐
すけ

 　　　×助

b 嘉
か

吉
きつ

の乱〔変〕

（老
ろう

中
じゅう

）奉
ほう

書
しょ

　　

3

21 5 代将軍は上
こう

野
ずけの

国
くに

館
たて

林
ばやし

藩主の ★ が養子として将軍職
を継いだ。これを実現した大老堀

ほっ

田
た

正
まさ

俊
とし

のもと，初期には
天
てん

和
な

の治
ち

という緊張感のある政治が行われたが，やがて幕
政は弛

し

緩
かん

した。

22 1837 年，アメリカ商船の ★ 号が日本人漂流民を連れ
て浦

うら

賀
が

に来航したが撃退された。

23 任国に赴いた国司は ★ a と呼ばれるようになり，田地
の耕作請負人である b の名

みょう

（名
みょう

田
でん

）経営を認め，彼ら
から官

かん

物
もつ

・臨
りん

時
じ

雑
ぞう

役
やく

という税を徴収した。

24 第 4 次伊藤内閣の総辞職後，次の首相は長州出身の
★ a となった。伊藤や山県らは ★ b と呼ばれる地位
に退き，桂

けい

園
えん

時代と呼ばれる時代が始まった。

25 ★ a 内閣は，1898 年には憲政党の協力で地租増徴を
実現し，1899 年には文

ぶん

官
かん

任
にん

用
よう

令
れい

を改正し，1900 年には
★ b の公布，選挙法の改正，さらに c 制を実現した。

　
　

26 鳩山一郎の公職追放の結果，総裁には急遽 ★ が就任
し，第 1次 内閣が発足した。この内閣は日本進歩
党との連立政権であった。

27 京に帰った後醍醐天皇が始めた政治を建
けん

武
む

の新
しん

政
せい

と呼ぶ。
摂関政治や院政を拒否し，天皇親政を貫いたが，天皇の命
令を簡単に，直接伝える ★ を多発し，独裁的な政治と
なっていった。

28 外務卿（後に外務大臣） ★ は，領事裁判権撤廃と関税
自主権の一部回復を目標とした。

29 桓武天皇は ★ を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じ，東北の支配を進
めた。

30 1246 年に執権となった ★ a は，名
な

越
ごえ

光
みつ

時
とき

を滅ぼし，前
将軍の藤原頼経を京へ送還し，翌 1247年には頼経との繋
がりを持つ三浦一族を b で破った。

31 1841 年，大御所家斉が没すると，12代将軍家
いえ

慶
よし

のもと，
老中の ★ を中心に天保の改革が実施された。

徳川綱
つな

吉
よし

　　
　　
　　

モリソン号
　　

a 受
ず

領
りょう

（国
こく

司
し

）
b 田

た

堵
と

　

a 桂
かつら

太
た

郎
ろう

b 元
げん

老
ろう

　　

a （第2次）山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

内閣
b 治

ち

安
あん

警
けい

察
さつ

法
ほう

c 軍
ぐん

部
ぶ

大
だい

臣
じん

現
げん

役
えき

武
ぶ

官
かん

制
せい

吉
よし

田
だ

茂
しげる

　　
　　

綸
りん

旨
じ

×論

　　
　　

井
いの

上
うえ

馨
かおる

　　

坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

　

a 北条時
とき

頼
より

b 宝
ほう

治
じ

合
がっ

戦
せん

〔三
み

浦
うら

泰
やす

村
むら

の乱〕

水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに
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55 823 年，大宰府管内の西海道諸国を対象に，良田を選び
★ が経営された。

56 藤原冬
ふゆ

嗣
つぐ

の子 ★ a は， b で妹の子を皇太子（後の
文
もん

徳
とく

天皇）とすることで外戚の地位を確立した。

57 914 年，醍醐天皇に対し， ★ という意見書が出された。
　

58 1438 年，鎌倉公方 a が関東管領上
うえ

杉
すぎ

憲
のり

実
ざね

を討とう
として失敗し，幕府軍に攻められて自殺に追い込まれた
★ b が起こった。

59 承久の乱では， a と北条義時の弟 ★ b が幕府軍を
率いて後鳥羽方（京方）を破った。

60 公家から選ばれた ★ は，京都所司代と連絡しながら
幕府の意向を朝廷内部に伝える役割を担った。

61 ★ は，過去の文章は書かれた時期に即して理解すべ
きであるとし，さらに政治と道徳を分けて考えるべきであ
ると主張して，古

こ

文
ぶん

辞
じ

学
がく

派
は

の祖とされた。

62 俵
たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

の装飾画の系譜を引く ★ は，琳
りん

派
ぱ

の中興の
祖となった。

63 江戸幕府 6代将軍が若死にすると，その子の ★ が 3
歳で 7代将軍に就任したが，わずか8歳で死去した。

64 労働者の実態を調査する動きも活発化し，1899 年には横
よこ

山
やま

源
げん

之
の

助
すけ

が『 ★ 』を発表した。

65 総合雑誌である『 ★ a 』・『改造』や，また大衆雑誌
『 b 』が発行され，多様な思想・文芸を紹介していった。
『 b 』は後に，100万部を超える発行部数に達した。

66 緊縮財政とともに産業合理化が進められ，1931 年には
★ が制定され，カルテル結成などが助長された。

67 犬養内閣が五・一五事件で倒れると，1932 年，海軍大将
★ が挙

きょ

国
こく

一
いっ

致
ち

を掲げて内閣を組織した。

68 日中戦争の長期化に対し，第 1次近衛内閣は 1937 年には
a 運動を展開した。また同年，総動員体制を策定する

ために ★ b が設置された。

公
く

営
えい

田
でん

　

a （藤
ふじ

原
わらの

）良
よし

房
ふさ

b 承
じょう

和
わ

の変
へん

三
み

善
よしの

清
きよ

行
ゆき

意
い

見
けん

封
ふう

事
じ

十
じゅう

二
に

箇
か

条
じょう

　

a 足利持
もち

氏
うじ

b 永
えい

享
きょう

の乱
　　

a 北条泰
やす

時
とき

b 北条時
とき

房
ふさ

武
ぶ

家
け

伝
てん

奏
そう

　　

荻
お

生
ぎゅう

徂
そ

徠
らい

×萩

　　

尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

　×方

徳川家
いえ

継
つぐ

　　

日
に

本
ほん

之
の

下
か

層
そう

社
しゃ

会
かい

　　

a 中
ちゅう

央
おう

公
こう

論
ろん

b キング
　　

重
じゅう

要
よう

産
さん

業
ぎょう

統
とう

制
せい

法
ほう

　　

斎
さい

藤
とう

実
まこと

　　

a 国
こく

民
みん

精
せい

神
しん

総
そう

動
どう

員
いん

運
うん

動
どう

b 企
き

画
かく

院
いん
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43 4 代将軍徳川家綱を補佐したのは，秀忠の子で叔父にあた
る会

あい

津
づ

藩
はん

主
しゅ

★ a で， b を重用するなど，学問を好
む大名の一人であった。

44 伝統を重視し近代的民族主義を唱えた ★ a は，平民的
欧化主義を唱え， b から雑誌『国

こく

民
みん

之
の

友
とも

』を発刊した。
しかし，後に国家主義へと転換した。

45 韓国併合の結果，朝鮮総督府が置かれ，初代朝鮮総督には
★ が就任した。

46 婦人運動では，1920 年， ★ a が発足した。この中心は
平塚らいてう（明）・ b らである。

47 1938 年には，戦時に国家が人や物を動員・統制すること
を可能とする ★ が発せられた。

48 院政期，民間の歌謡では今
いま

様
よう

がさかんで，後白河法皇の撰
である『 ★ 』が今日に伝わっている。

49 18 世紀に入ると，金銀鉱山の産出量の激減，明暦の大火か
らの江戸の復興費用などの支出で，幕府は財政難に陥った。
そのため 8代将軍 ★ による享保の改革では，第一に
財政再建が目指された。

50 第 2 次桂
かつら

太
た

郎
ろう

内閣の外相 ★ a のもとで，1911 年，
b が改正され，関税自主権も回復した。

　

51 幣原内閣のもとで行われた，新選挙法に基づく 1946 年 4
月の選挙で第 1党となったのは a だったが，その総
裁 ★ b は直後に公職追放となった。

52 古墳時代の土器には，弥生土器の系統を引く a と，5
世紀後半以降に朝鮮半島から伝わった灰色の ★ b があ
る。また，煮炊きのためのカマドも現れた。

53 737 年，藤原武智麻呂ら兄弟が伝染病で相次いで死ぬと，
朝廷のトップには ★ a が立ち，玄

げん

昉
ぼう

や ★ b が重用さ
れた。

54 現存する最古の漢詩集は『 a 』とされる。また，770
年ごろ，大

おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

を中心に，国民的な歌集『 ★ b 』が成
立した。

a 保
ほ

科
しな

正
まさ

之
ゆき

b 山
やま

崎
ざき

闇
あん

斎
さい

　　

a 徳
とく

富
とみ

蘇
そ

峰
ほう

b 民
みん

友
ゆう

社
しゃ

　　

寺
てら

内
うち

正
まさ

毅
たけ

　　

a 新
しん

婦
ふ

人
じん

協
きょう

会
かい

b 市
いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

国
こっ

家
か

総
そう

動
どう

員
いん

法
ほう

　　

梁
りょう

塵
じん

秘
ひ

抄
しょう

　　

徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

　　
　　
　　

a 小
こ

村
むら

寿
じゅ

太
た

郎
ろう

b 日
にち

米
べい

通
つう

商
しょう

航
こう

海
かい

条約

a 日
に

本
ほん

自
じ

由
ゆう

党
とう

b 鳩
はと

山
やま

一
いち

郎
ろう

　　

a 土
は

師
じ

器
き

b 須
す

恵
え

器
き

　

a 橘
たちばなの

諸
もろ

兄
え

b 吉
き

備
びの

真
まき

備
び

　

a 懐
かい

風
ふう

藻
そう

b 万
まん

葉
よう

集
しゅう
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82 1401 年， ★ a は明に使節を派遣して，国交を開き，
1404 年からは b と呼ばれる証票を使用し，朝貢形式
をとる日明貿易が始まった。

83 1609 年，島
しま

津
づ

家
いえ

久
ひさ

が a を征服した。以後， a は
独立した王国の体裁を保ちつつも薩

さつ

摩
ま

藩
はん

の支配を受け，幕
府に ★ b ・ c を派遣した。

84 1843 年，江戸・大坂の周辺，10 里四方を直轄領とするこ
とを目指した ★ は，大名・旗本の反発を受けて撤回
され，水野は失脚した。

85 大老に就任した ★ は，次の将軍を南紀派の徳
とく

川
がわ

慶
よし

福
とみ

とした。慶福は将軍となり家
いえ

茂
もち

と名を改めた。

86 明治政府は，殖産興業のための中央官庁として 1870 年に
★ 省を設置した。同省は 1885年 12月に廃止された。

87 社会主義思想も流入し，「無産階級」の利益を重視する無産
政党が誕生した。その最初は 1901 年結成の ★ であ
るが，結党直後に治安警察法を理由に結社を禁止された。

88 a 銀行が休業に追い込まれ， ★ b 商店が倒産する
と，金融恐慌は深刻化した。

89 1934 年，斎藤内閣の後，海軍大将で英米協調派の ★
が内閣を組織した。

90 大逆事件以降の「冬の時代」の中で， ★ a らは 1912 年，
b を設立し，労働運動の存続を図った。この組織は大

戦景気を背景とする労働運動の高揚に伴い，大日本労働総
同盟友愛会，日本労働総同盟と名を変えた。

91 ★ a 蔵相の「 b の破
は

綻
たん

」という失言に端を発し，
台湾銀行や鈴木商店の経営悪化が明らかとなった。

92 1965 年以降，アメリカの北爆などを背景にベトナム特需が
始まった。この景気は当時 ★ a と呼ばれ，日本の国民総
生産（GNP）は，資本主義国で第 b 位に達した。

93 1392 年， a が朝鮮を建国し高麗は滅亡した。朝鮮も
倭寇禁圧を日本に求め，対

つし ま

馬の b を介して日
にっ

朝
ちょう

貿易
を許した。日本の商人らは， ★ c という施設を朝鮮の三

さん

浦
ぽ

に設置して貿易に従事した。

a 足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

b 勘
かん

合
ごう

　　

a 琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

b・c  慶
けい

賀
が

使
し

・謝
しゃ

恩
おん

使
し

（順不同）

上
じょう

あげ
知
ち

ち
〔地

ち

〕令
れい

　　
　　

井
い

伊
い

直
なお

弼
すけ

　　

工
こう

部
ぶ

省
しょう

　　

社
しゃ

会
かい

民
みん

主
しゅ

党
とう

　
　　

a 台
たい

湾
わん

銀
ぎん

行
こう

b 鈴
すず

木
き

商
しょう

店
てん

岡
おか

田
だ

啓
けい

介
すけ

　　

a 鈴
すず

木
き

文
ぶん

治
じ

b 友
ゆう

愛
あい

会
かい

　　
　　

a 片
かた

岡
おか

直
なお

温
はる

b 東
とう

京
きょう

渡
わた

辺
なべ

銀
ぎん

行
こう

a いざなぎ景気
b 第 2位
　　

a 李
り

成
せい

桂
けい（イソンゲ）

 ×季

b 宗
そう

氏
し

c 倭
わ

館
かん
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69 1940 年 10 月， ★ が結成され，首相自らが総裁に就
任し，政党は次々と解散した。

70 公害を規制するため，1967 年には a が制定され，ま
た環境の保全と回復のために，1971 年， ★ b が設置さ
れた。

71 徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

の治世の後半は，側
そば

用
よう

人
にん

から老中格，さらに大老格
の権限を与えられた ★ が重用された。

72 綱吉は a （孔
こう

子
し

廟
びょう

）を建て，聖
せい

堂
どう

学
がく

問
もん

所
しょ

を整備し，林
鵞
が

峰
ほう

の子 ★ b に蓄
ちく

髪
はつ

を許して大
だい

学
がくの

頭
かみ

の地位を与えた。

73 オランダ通詞の本
もと

木
き

良
りょう

永
えい

に学んだ ★ は，『暦
れき

象
しょう

新
しん

書
しょ

』で
ニュートン力学や地動説を紹介した。

74 活動を休止していた愛国社は 1878年に再興され，ここに
豪農の参加が増加したことで，1880 年 3 月には愛国社に
代わり a が発足した。政府はこの議会開設要求を抑
えるため，1880年 4月には ★ b を発した。

75 1898 年に台湾総督府の民
みん

政
せい

局
きょく

長に ★ が就任した。後
に彼は初代満鉄総裁に就任した。

76 持統天皇のもとで，689年には a が施行され，翌 690
年には ★ b が造られ，694年には ★ c に遷都された。

　

77 遣唐使の中には，玄
げん

宗
そう

皇帝に重用された ★ や，藤原清
きよ

河
かわ

など，中国で死去（客
きゃく

死
し

）したものもいた。

78 天暦の治と呼ばれる村上天皇の時期には，958年に最後の
皇朝十二銭となる ★ が発行された。

79 平清盛は摂
せっ

津
つ

の ★ を修築し，大型船の入港を容易に
した。

80 1454 年，鎌倉公方足利成
しげ

氏
うじ

が関東管領上杉憲
のり

忠
ただ

を謀殺し，
幕府軍の攻撃を受けて下総の古

こ

河
が

に移った。その後の長い
混乱を ★ と呼ぶ。

81 （室町文化）禅宗寺院での茶の湯などを中心に，さまざまな
階層で a がさかんに開かれた。 ★ b は書院での豪
華な茶に対し草

そう

庵
あん

での簡素な茶，侘
わ

（び）茶
ちゃ

を創始したとさ
れ， c がこれをさらに簡素化した。

大
たい

政
せい

翼
よく

賛
さん

会
かい

　　

a 公
こう

害
がい

対
たい

策
さく

基
き

本
ほん

法
ほう

b 環
かん

境
きょう

庁
ちょう

柳
やなぎ

沢
さわ

吉
よし

保
やす

　　

a 湯
ゆ

島
しま

聖
せい

堂
どう

b 林
はやし

鳳
ほう

岡
こう

〔信
のぶ

篤
あつ

〕

志
し

筑
づき

忠
ただ

雄
お

　　

a 国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

b 集
しゅう

会
かい

条
じょう

例
れい

　　
　　

後
ご

藤
とう

新
しん

平
ぺい

　　

a 飛
あすか

鳥浄
きよ

御
み

原
はら

令
りょう

b 庚
こう

寅
いん

年
ねん

籍
じゃく

 
c 藤

ふじ

原
わら

京
きょう

阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

×安倍×阿部

乾
けん

元
げん

大
たい

宝
ほう

　

大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

　　

享
きょう

徳
とく

の乱
　
　　

a 茶
ちゃ

寄
より

合
あい

b 村
むら

田
た

珠
じゅ

光
こう

c 武
たけ

野
の

紹
じょう

鷗
おう

　　


